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 【特集】 ●穀粒判別器３機種を仕様確認済み検査機器として公表
  ●異種穀粒の規格一本化が決定　推奨規格フレコンの規格検討始まる

 【解説】 ●令和２年産民間流通麦の入札に関する概要
  ●穀粒判別器を活用した備蓄米政府買入の試験実施の概要
  ●令和元年度補正予算、令和２年度予算概算決定の概要（穀物課分抜粋）

 【情報】 ●規制改革推進会議農林水産ワーキング・グループで農産物検査制度
  　について議論
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